八鹿小学校長東井義雄が求めた学ぶ教師の姿 ～千葉教諭の『週録』（ 1970 年4 月～ 1971 年3 月）にみられる 東井との対話を手がかりにして～ by 原田　 三朗
227－ －
四天王寺大学紀要　第 68 号（2019 年 9 月）
八鹿小学校長東井義雄が求めた学ぶ教師の姿
～千葉教諭の『週録』（1970 年 4 月～ 1971 年 3 月）にみられる 
東井との対話を手がかりにして～
How did Yoshio TOHI of YOUKA elementary school principal lead teachers’learning ？ 
～ The dialogue with TOHI in the weekly record of education （written in1970） by 





























































































































年）3 年生の担任となった（新任から 4 年間は、兵庫県大屋町立明延小学校で勤務。2 年生を 2
回、3 年生を 2 回担任）。その後 6 年間東井校長の下で働き、東井退職後 1 年間八鹿小学校に勤
務した後、家庭の事情で退職する。東井校長の下では、最初に3年生担任、次に特別支援学級 14）
担任を 3 年間、そして、6 年生担任、5 年生担任を務める。本論で扱う『週録』は、千葉が八鹿





間で 14 回掲載されており（資料 1）、6 年生を担任した一年間は、1 回の掲載（『培其根』第 36











発行年月 1966.4～1967.3 1967.4～1968.3 1968.4～1969.3 1969.4～1970.3 1970.4～1971.3 1971.4～1972.3
『培其根』
巻名 1 巻 2 巻 3 巻 4 巻 5 巻 6 巻　東井退職
千葉









1 号 昭和41年 6 月 8 号 昭和42年 4 月 19号 昭和43年 4 月 28号 昭和44年 5 月 36号 昭和45年 4 月 46号 昭和46年 4 月
授業の記録 特殊学級第二週 ある朝のこと 杉の下刈り 学級通信「ひろば」第一号から
できないことがある
から　できるように
なるよろこびがある2 号 昭和41年 9 月 9 号 昭和42年 5 月 20号 昭和43年 5 月 29号 昭和44年 6 月 37号 昭和45年 5 月









十分間　高瀬雅樹4号 昭和41年10月 11号 昭和42年 7 月 23号 昭和43年 7 月 31号 昭和44年10月 40号 昭和45年 9 月
5号 昭和42年1月 12号 昭和42年 9 月 24号 昭和43年 9 月 32号 昭和44年11月 41号 昭和45年10月 48号 昭和46年 7 月
主婦としての自己を 虹から夕焼けまで 25号 昭和43年 9 月 33号 昭和44年12月 42号 昭和45年12月 49号 昭和46年 9 月
6号 昭和42年2月 13号 昭和42年10月 26号 昭和43年10月 34号 昭和45年 1 月 43号 昭和46年 1 月 50号 昭和46年11月
7号 昭和42年4月 14号 昭和42年11月 27号 昭和44年 1 月 35号 昭和45年 2 月 44号 昭和46年 2 月 51号 昭和47年 1 月
卒業式 15号 昭和42年12月 　 　 45号 昭和46年 3 月 　
　 「遠足の記録」から 　 　 　 　
　 16号 昭和43年 1 月 　 　 　 　
　 17号 昭和43年 2 月 　 　 　 　
































































　教師 9 年目の 6 年担任の千葉と八鹿小学校長である東井の『週録』上での対話をさらに詳し
くみていく。まず、1 年間に渡る『週録』上での対話の全体像をとらえ、その後、教師を育て
るという観点から、具体的なやりとりの内容について考察を加えていくことにする。
（2）　「昭和 45 年度『週録』　八鹿小学校 6 年 2 組　千葉孝子」の概要
　①　内容





るものが 16 回（42％）、千葉の発行している学級通信『ひろば』について書かれたものが 5 回
（13％）、授業外（行事や日常生活、保護者や地域活動等）についての内容は 30 回（79％）、八
鹿小学校の同僚の名前が登場するものは 14 回（37％）、児童の具体的な名前が記された記述は
























週 自 　 至 千葉の反省記録（主な内容） 東井の言葉（主な内容） 授ひ 生 同 承 例
１
学期
1 4 月 6 日～4 月 11 日 教材研究の必要性 学級通信「ひろば」 ○○ ○ ○
2 4 月 13 日～4 月 18 日 授業づくり・朝掃除 貴女の存在を生かしてほしい・そうじ ○ ○ ○ ○
3 4 月 20 日～4 月 25 日 一部の男子の振る舞い 「ひろば」のこと・子どもをそうさせていたもの
○ ○ ○




5 5 月 4 日～5 月 9 日 A 児、B 児、C 児 「学ぶこと」の意義・まんが ○ ○
6 5 月 11 日～5 月 16 日 授業 同僚たちの動きについて・「ひろば」○○ ○
7 5 月 18 日～5 月 23 日 小体育会、授業 教師の願い、子どもの立場について ○ ○ ○ ○
8 5 月 25 日～5 月 30 日 国語の授業、小体育会 伸びるよろこび・下なんばのコーラス ○○ ○ ○ ○ ○
9 6 月 1 日～6 月 6 日 自転車検定・平野学級の授業 自転車のこと ○ ○
10 6 月 8 日～6 月 13 日 出張期間の先生たちの助け お互いがお互いの力になる ○ ○ ○
11 6 月 15 日～6 月 20 日 ごみをなくす子どもたちの相談・D児 城陽小の子どもたち・人間と人間のふれあい
○ ○
12 6 月 22 日～6 月 27 日 父母集会（誕生会）・国語の授業 いのちのこと・子どもたちの記録 ○ ○ ○ ○
13 6 月 29 日～7 月 4 日 長期出張による 1 組の解体 過疎、過密の問題 ○ ○
14 7 月 6 日～7 月 11 日 国語の授業（童話づくり） 童話づくりのこと ○
15 7 月 13 日～7 月 18 日 県警移動音楽隊・童話づくり 出張中の配慮・水泳大会の企画構想 ○ ○ ○
２
学期
1 9 月 1 日～9 月 5 日 夏休み・始業式・学年団 6 年生の在り方・千葉先生の生き方 ○ ○ ○
2 9 月 7 日～9 月 12 日 プール（児童のがんばり） 児童 E のがんばり ○ ○
3 9 月 14 日～9 月 19 日 体育会に寄せる決意 児童への千葉先生の影響、指導感化 ○ ○
4 9 月 21 日～9 月 26 日 体育会がすんだ 感動的な体育会 ○ ○ ○
5 9 月 28 日～10 月 3 日 校内での暮らしがガタガタしている 子どもを見るということ ○ ○ ○
6 10 月 5 日～10 月 10 日 ろうかを走らないことへの取組 ろうかを走らないことへの取組み事例紹介
○ ○
7 10 月 12 日～10 月 17 日 見えないものに対するありがたさ 傷のこと・餞別問答への感謝 ○ ○ ○
8 10 月 18 日～10 月 24 日 餞別のこと やれなかったんじゃなく、やらなかった ○ ○ ○
9 10 月 26 日～10 月 31 日 六年生の目玉がくもっている 下なんばのコーラス ○ ○
10 11 月 2 日～11 月 7 日 黙って掃除スタート 「そうじ」に人間があらわれる。ハンタカの話
○ ○
11 11 月 9 日～11 月 14 日 授業がうまくいかない 千葉さんの頼もしさ・自身の経験（授業試合）
○ ○ ○ ○
12 11 月 16 日～11 月 21 日 授業の弱さの自覚・国語の授業 授業実践の紹介（卒業生） ○ ○
13 11 月 23 日～11 月 28 日 女子のごたごた 愛と憎　 ○ ○ ○
14 11 月 30 日～12 月 5 日 授業（社会） 子どもたちの目ざめを大切にしたい ○ ○ ○
15 12 月 7 日～12 月 12 日 女子のごたごた・ピアノのレッスン 千葉さんの音・子どもへの期待 ○ ○
16 12 月 14 日～12 月 19 日 心と身体のバランス・授業の脱線 無用の用・体に年輪がない子ども ○ ○ ○
３
学期
1 1 月 8 日～1 月 9 日 教師とのふれあい 教え子　みなわが師なり ○
2 1 月 11 日～1 月 16 日 卒業・算数の学習形態（学年会） 生涯の思い出になる三学期に ○ ○
3 1 月 18 日～1 月 23 日 卒業までの話し合い（児童） 三学期の生き方 ○ ○
4 1 月 25 日～1 月 30 日 ローマ字の指導・だまってそうじ 　 ○ ○
5 2 月 1 日～2 月 6 日 卒業式のもち方（学年会） 卒業を自分の将来にどう位置付けるか ○ ○ ○ ○
6 2 月 8 日～2 月 13 日 弱いものいじめ・子どもへの謝罪 藤原先生の実践紹介・「批判」の怖さ ○ ○
7 2 月 15 日～2 月 21 日 御影小の歌声の美しさ 御影小の教育のあり方が、歌声をつくっている
○ ○ ○
8 2 月 22 日～2 月 27 日 松岡学級の歌声（課題） 　 ○ ○
9 3 月 1 日～3 月 6 日 ラストスパート 6 年生の動きのすばらしさ ○ ○ ○
10 3 月 8 日～3 月 13 日 朝の見回り・床磨き（子どもの活動）　 ○
回数 16 5 30 14 27 16




約 3 分の 1 に同僚の名前が登場するのは、かなり特徴的なことであるととらえることができ、
八鹿小学校の同僚のつながりの強さをそこに見ることができる。







　『週録』の反省欄（「反省記録」というタイトルが付けられている）は、B5 版の用紙の 3 分の
1 程度、ばらつきはあるが、千葉は大体平均して、200 文字程の反省を毎回書いていた。それに









































































映する。それが、『週録』という場で 1 年間に渡って繰り返される。この年、千葉が 41 回綴り、
東井がそれに 38 回応答した。
　対話には繰り返して対話するその繰り返し


















































































































































































































































































































（1）『週録』の「反省記録」（第 1 学期第 6 週）と『ひろば』5 号 46）
















『ひろば』第 5 号 5 月 15 日

















































＊原版では S は実名。S の文中の（中略）（後略）は、実際にそう記述されている（担任が記述）





































































































































































































ある上司が部下であるメンバー一人一人と 1 対 1 で「頻繁に面談を行って、リアルタイムで振
り返りと軌道修正を行いながら、パフォーマンスを向上していこうとするために導入」55）され
たもので、大手企業のヤフーなども週 1 回を原則として、30 分程の面談が繰り返し行われ、成




















































































6）東井義雄（1912-1991）は、1964 年（昭和 39 年）4 月に兵庫県豊岡市八鹿町立八鹿小学校校長に着任
し、1972 年（昭和 47 年）3 月退職までの 8 年間、校長を務めた。
7）上田閑照，「対話―共に独りと」，『生きるということ　―経験と自覚』，人文書院，1991
8）千葉孝子教諭は、1966 年（昭和 41 年）八鹿小学校に赴任。東井校長の下で 6 年間を過ごした。（3 年






11）千葉孝子へのインタビューは、2018 年 9 月 10 日、2019 年 12 月 7 日の 2 回、神戸にて実施。
12）畑井克彦「校長としての東井義雄：若手教師の育て方、千葉孝子の実践を通じて」，芦屋大学論叢，2014
13）2018 年 9 月 10 日「千葉孝子へのインタビュー」（於；芦屋）で、千葉は、『昭和 45 年度　週録　八鹿






16）『昭和 45 年度　週録　八鹿小学校　第 6 学年 2 組　千葉孝子』，第 1 学期第 1 週，千葉の「反省記録」
に対する東井のコメント（『週録』裏面），自 4 月 6 日至 4 月 11 日。

















30）上掲，第 1 学期第 3 週、A,B には、具体的な児童名が記されているが、ここでは、A,B とした。
31）上掲，第 1 学期第 3 週、裏面の東井の言葉。実際には、もっと改行されて書かれており、その改行に
も意味があるのだと思うが、紙面の都合上、続けて書いた。
32）千葉孝子『ひろば』2 号（発行年月日は記載されていないが、前後の関係から 1960 年 4 月 20 日頃だと
思われる）
33）E には、具体的な名前が記されているが、ここでは、E とした。
34）上掲，第 1 学期第 7 週。
35）上掲，第 1 学期第 8 週。
36）原文のまま『特殊学級』と記述した。
37）前掲『昭和 45 年度　週録　八鹿小学校　第 6 学年 2 組　千葉孝子』，第 2 学期第 1 週。
38）上掲，第 2 学期第 9 週。
39）東井義雄，「生活綴り方をめぐって」『東井義雄著作集　3』，明治図書，1972，pp78-79
40）前掲『昭和 45 年度　週録　八鹿小学校　第 6 学年 2 組　千葉孝子』，第 2 学期第 9 週。
41）上掲，第 1 学期第 9 週。
42）前掲『昭和 45 年度　週録　八鹿小学校　第 6 学年 2 組　千葉孝子』，第 2 学期第 1 週。
 上掲，第 2 学期第 9 週。




44）千葉孝子へのインタビュー（2018 年 12 月 7 日）より
45）千葉孝子へのインタビュー（2018 年 12 月 7 日）より
46）千葉孝子『ひろば』5 号，1960 年 5 月 15 日
47）千葉孝子へのインタビュー（2018 年 9 月 10 日）より　
48）千葉孝子へのインタビュー（2018 年 9 月 10 日）より
49）東井義雄『培其根』第 36 号（昭和 45.4）「花がいっぱい　蕾もいっぱい」，（『培其根』第 5 巻，不尽叢
書刊行会，1970，p15
50）千葉孝子へのインタビュー（2018 年 12 月 7 日）より
51）千葉孝子へのインタビュー（2018 年 9 月 10 日）より
52）千葉孝子へのインタビュー（2018 年 12 月 7 日）より
53）千葉孝子へのインタビュー（2018 年 9 月 10 日）より
54）東井義雄，「一八　燼（もえさし）の私ではあるけれども……」『東井義雄著作集 7　学級経営と学級作
原　田　三　朗
256－ －
り』，明治図書，1973，p154　＊初出は、『校長の教育論』（共著），明治図書，1971
55）松丘啓司『1on1 マネジメント』，ファーストプレス，2018，p22
56）本間浩輔『ヤフーの 1on1　部下を成長させるコミュニケーションの技法』, ダイヤモンド社，2017
57）上掲書，p23
58）上掲書，p34
59）上掲書，p153
60）中原淳・長岡健『ダイアローグ　対話する組織』，ダイヤモンド社，2009
61）上掲書，p141
62）上掲書，p134
63）上掲書，p166
64）上掲書，p170
65）前掲書，東井義雄，「二〇　教職員をうまい授業者に育てるには」『東井義雄著作集 7　学級経営と学級
作り』，p172　　＊初出は、『学校運営研究』一〇二号，明治図書，1970
66）前掲書，東井義雄，「一八　燼（もえさし）の私ではあるけれども……」p156　
67）東井義雄『培其根』第壹巻，昭和四十一年度（復刻版），実践人の家，1978，序　森信三
68）前掲書，東井義雄，「一八　燼（もえさし）の私ではあるけれども……」p156
